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感謝の人（ローマ 5:8）

世の中でも感謝すると脳に良い刺激があると言

われますが、信者の感謝はそれとは違う次元の

感謝です。信者の感謝は、サタンとの霊的戦い

で最高の武器となります。信者の感謝はなにでし

ょうか。

まず、すべてに優先して、救いの恵みに感謝し

ましょう。もし救われなかったら自分はどうなった

かと自分に問いかけてみましょう。救われないな

ら、自分も知らず、自分の意志とは関係なく、罪

過と罪の中で死んでいる状態（エペソ 2:1)で、ほろ

びの運命をかかえて生きていくしかあり

ません（エペソ 2:3)。どんなにがんばって

も、空中の権威を持つ支配者サタンに

仕え、世の流れに従うしかなく、神様

の敵対する風潮に流されて生きていく

しかありません。人生が終わるときにはさばきがあ

り、永遠の滅びである地獄の運命が待っていま

す（ヘブル 9:27)。一度限りの人生で、幸せを願うの

に、偽物の幸せしかなく、エネルギーを費やして、

思い通りになりません。もしうまくいっても、どうに

もならない大きな穴があることを見るしかないの

です。人間関係、家庭、社会、どこを見ても限界

にぶつかり、疲れて重荷を負って生きていきま

す。

神のかたちに創造された人間（創世記 1:27)は、

神様とともにいなければ不幸なのに、罪を犯して

神様を離れサタンにつかまっているので、救われ

て神様とともにいるようにならなければ、ほろびの

運命の力にとらわれるしかないのです。そのよう

な人間を、神様があわれんで愛してくださり、無

条件に救い出してくださいました（ローマ 5:8)。罪の

ないひとり子イエス・キリストを十字架につけて、

私の罪の身代わりのあがないのいけにえとしてく

ださったのです（マルコ 10:45)。イエス様は十字架で、

救いのためのすべてを完了したと言われました。

だれでもイエスのところに来て、値なしに与えられ

るいのちの水を飲みなさいと言われ、招いておら

れます（イザヤ55:1、ヨハネ7:37-38、マタイ11:28）。誰で

も救われる道が開かれました。人間の頭では考

えられない、まったき神様の恵みです（エペソ 2:8)。

だれでも、イエス・キリストを信じて受け入れるな

ら救われます（ヨハネ 1:12)。これが福音です。罪に

より滅び、自力では絶対に出られない滅びの運

命、悪魔から完全に救われます。救われた私た

ちは、罪と死の原理から解放されたので、

どうしようもない地獄の滅びの運命から

完全に解放されて戻ることはないのです。

罪がきよめられ、聖霊が中に入り、住ま

いとされて宿る、神の神殿です。つまり

神様とひとつとなったのです。その結果、天にあ

るすべての霊的な祝福を受けるようになりました

（エペソ 1:3)。滅びの運命は終わり、神様がいつま

でも離れずともにおられるワンネスの祝福を受け

ました。奪われることがない幸せな主人公となっ

たのです。天の御国が保証されていて、御国の

国籍が与えられました（ピリピ 3:20)。これが救われ

たことです。

ですから、すべてのことに優先して、救いの恵

みを感謝しましょう。この救いは永遠に変わりま

せん（ローマ 8:38-39)。たましいの奥まで、この祝福

が届くようにしましょう。この救いは変わりません。

一度で永遠に成し遂げられたので、もう血の捧げ

ものは不要です（ヘブル 10:14,18)。一度の十字架

で永遠にきよめられ、救いの祝福は永遠に変わ

りません。完全に勝利の人生を歩むようになりま

す。永遠に変わらない救いの祝福を感謝するし

かない、圧倒的な勝利者となるのです （ローマ

8:31-38)。そうすれば、人生すべてが答えだと気

づいて感謝するようになります。悪魔、サタンを

踏み砕いて勝利するだけではなく、どんなことが

あっても救いの契約を越えることができないので、

すべてのことが益となります（ローマ 8:28)。死でさえ

益となる存在に変えられたのです（ピリピ 1:21)。この

感謝ができる人の前で、悪魔は降伏します。なに

ごとにも優先して救いを感謝しましょう。

どんな状況、なにがあっても神様の栄光を望ん

で見上げましょう（ローマ 5:2)。それがクリスチャンの

特権です。いつも喜んで、祈り、すべてのことに感

謝しましょう（I テサロニケ 5:16-18)。すると悪魔を踏

み砕く光のみわざが現れ、神の国が展開します。

これは、合理化することではありません。悪いこと

があっても、キリストと出会い、オンリーキリストと

なるためのことなので、感謝できるのです。感謝

ができないなら、偽りの霊にだまされていると思い、

イエス・キリストの御名によって偽りの霊は去れと

命じてください。すでに信者には与えられている

ので、ただ信じればよいのです。考え、判断、決

定するときは、救いの祝福の感謝を優先すること

を生活習慣にしましょう。感謝によって祈るように

しましょう。これがまことの祈りです。主を見上げ

る者は鷲のように翼をかって上ることができます

（イザヤ40:31)。まず救いの祝福を感謝することから

スタートするなら、聖霊充満の結論にたどりつき

ます。それが祈りです。神の国とその義とをまず

第一に求めなさいと言われました。まず感謝しま

しょう。感謝の人として、人生の実を豊かに結ぶ

ようにお祈りします。
（http://jremnant.com に音声と動画が出ています）

インマヌエル教会聖日メッセージ祈り文 (2019 年 11 月 17 日)        
1 部礼拝 :  収穫感謝と神の国 (使 1：1ー8) 

聖書でもっとも重要な単語、仮庵祭の奥義を知って、私が行く場所ごとに神の国が臨み、

天国の背景を味わいながら、暗やみ勢力が崩れる人生を生きるようにしてくださり感謝

します。この地を生きる間、神の国の奥義で私を守ってくださり、導かれる御座の背景

の始まりを味わいますように。人生のすべての過程の中で、神様がともにおられること

と天国の背景を味わい続けますように。これから起きるより大きな答えを見る御座の背

景の結論を味わいますように。今、神の国が何かを体験して回復しますように。イエス・

キリストの御名によってお祈りします。アーメン。

2 部礼拝 ：全世界より尊いこと (マコ 8：33ー38)

私を拒んで、いのちをかけても良いほどの価値、いのちをかけるくらいのミッションを

発見して祈るようにされて感謝します。全世界より尊いいのちをかける理由を発見でき

ますように。サミット、いやし、237 カ国をおいて、霊的戦いができる神殿を建てるい

のちをかけた方法を逃しませんように。キリスト、神の国、ただ聖霊の正しい契約、い

のちをかける内容を握りますように。生きようとする者は死に、死のうとする者は生き

るという殉教的な信仰を持ちますように。イエス・キリストの御名によってお祈りしま

す。アーメン。

ローマ 5：8感謝の人

なるほど/ すべてのことに優先して、救いの祝福を感謝し、その救いが永遠に変わらないこ

とを感謝すると、人生そのものが答えであることに気づいて、普通の感謝を超え、すべての

ことに感謝し、サタンを踏み台にして勝利するようになる。

ならば/ 救いの感謝をスタートにする祈りの時間を持とう。普通の感謝を超える感謝をし、

神の国を求める祈りの人になろう。


